
生活のしづらさなどに関する調査（全国在

宅障害児・者等実態調査）実施のお知らせ 

厚生労働省では、このたび都道府県・市区町村を通じ「生活のしづらさ

などに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）」を実施することに

なりました。 

つきましては、調査員が 12 月  日に建物にお住まいの世帯を訪問さ

せていただきますので、何卒ご協力をお願いいたします。 

オートロックマンション等、厳重なセキュリティのため、調査員が建物 

内に入ること自体が困難なことがあり、調査が円滑に行われない場合も想

定されます。調査員が建物にお住まいの世帯にお伺いできますよう、何卒

ご協力よろしくお願いいたします。 
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《調査の概要》 

「生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態

調査）」は、障害児・者等の福祉施策を改善するための基礎資料を

得るために厚生労働省が実施するものです。 

今回は令和２年の国勢調査調査区から全国５，３６３地区を抽出

して、調査員が地区内の全世帯を訪問し、その中で調査対象となる

方に調査を実施します。 

《調査員の身分》 

お伺いした調査員は、都道府県知事（市長）よりこの調査を行う

者として任命されており、世帯を訪問する際には、携帯している調

査員証を提示します。 


